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肥
料
メ
ー
カ
ー
の
朝
日
ア

グ
リ
ア
（
村
上
政
徳
社
長
）

は
、
粒
状
有
機
肥
料
の
製
造

企
業
と
し
て
は
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
全
農
と
共
同
開
発

し
た
堆
肥
お
よ
び
普
通
肥
料

の
利
点
を
併
せ
持
つ
低
コ
ス

ト
肥
料
（
混
合
堆
肥
複
合
肥

料
）「
エ
コ
レ
ッ
ト
」
は
、
播

き
易
く
、
側
条
施
肥
で
き
る

こ
と
か
ら
耕
種
農
家
か
ら
高

い
評
価
を
獲
得
し
て
お
り
、

急
速
に
普
及
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
の
肥
料
法
改

正
で
規
格
が
新
設
さ
れ
た

「
指
定
混
合
肥
料
」
の
第
一

弾
商
品
と
し
て
上
市
し
た
水

稲
向
け
総
合
土
壌
改
良
資
材

「
稲
サ
ポ
」
と
園
芸
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
肥
料
「
農
家
想
い

４
５
４
」
は
い
ず
れ
も
牛
ふ

ん
堆
肥
入
り
で
使
用
割
合
は

約
30
％
、
約
20
％
（
乾
物
換

算
値
）。
ペ
レ
ッ
ト
状
に
粒

状
加
工
す
る
こ
と
で
広
域
流

通
で
き
る
利
点
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
普
及
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、
12
月
１
日
か
ら

肥
料
原
料
の
公

定
規
格
の
見
直

し
に
よ
り
、
副

産
原
料
の
規
格

が
設
定
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
土
壌

改
良
の
特
殊
肥

料
と
い
う
扱
い
だ
っ
た
も
み

殻
灰
や
木
質
灰
が
指
定
混
合

肥
料
の
中
で
混
合
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
、
各
肥
料
メ
ー
カ
ー
が
副

産
原
料
の
活
用
を
加
速
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
朝
日
ア
グ

リ
ア
で
は
、
も
み
殻
灰
を
活

用
し
た
普
通
肥
料
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て

開
発
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

も
み
殻
は
国
内
で
年
間
約

２
０
０
万
ｔ
が
稲
作
農
業
か

ら
排
出
さ
れ
て
い
る
と
推
計

さ
れ
る
。
か
つ
て
は
東
北
エ

リ
ア
な
ど
で
転
換
畑
へ
の
利

用
と
い
う
形
で
暗
渠
に
活
用

さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
。
ま
た
、
２
０
０
１
年

に
廃
棄
物
処
理
法
が
施
行
さ

れ
る
前
ま
で
は
、
ご
く
当
た

り
前
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
、

も
み
殻
は
焼
却
処
理
す
る
モ

ノ
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

「
燃
や
せ
な
い
」
「
腐
ら
な

い
」
と
処
理
に
困
っ
て
い
る

稲
作
農
家
も
多
い
。
余
剰
の

も
み
殻
は
各
自
治
体
と
も
処

理
に
悩
ん
で
お
り
、
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
る
。

一
方
、
も
み
殻
に
は
ケ
イ

酸
成
分
が
多
く
、
効
果
的
に

肥
料
に
有
効
活
用
す
る
た
め

の
研
究
も
農
研
機
構
を
中
心

に
民
間
企
業
と
連
携
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
。
課
題
と
な

っ
た
の
は
、
最
大
限
肥
料
と

し
て
活
用
で
き
る
可
溶
性
ケ

イ
酸
の
量
を
確
保
で
き
る
か

ど
う
か
。
燃
焼
の
条
件
が
悪

い
と
可
溶
性
ケ
イ
酸
の
レ
ベ

ル
が
下
が
っ
て
し
ま
う
「
灰

の
老
化
」
が
起
こ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
高
度
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
で
熱
処
理

し
、
有
害
物
質
を
排
出
せ
ず

有
益
な
非
晶
質
の
可
溶
性
ケ

イ
酸
（
シ
リ
カ
）
を
含
む
「
も

み
殻
灰
」
を
製
造
す
る
装
置

が
こ
の
ほ
ど
富
山
県
射
水
市

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業

Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
関
連
企
業
の
北

陸
テ
ク
ノ
）
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
は
肥

料
原
料
と
し
て
も
み
殻
灰
が

大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
装
置
は
、
経
済
協
力

開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
パ

リ
国
際
会
議

で

発

表

さ

れ
、
11
月
24

〜
26
日
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
青
海
展

示
場
で
開
催

さ
れ
た
ア
グ
ロ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
２
０
２
１
の
展
示
コ

ー
ナ
ー
で
も
模
型
を
展
示

し
、
も
み
殻
の
「
カ
ー
ボ
ン

レ
ス
シ
リ
カ
灰
」
を
紹
介
し

た
。
現
在
、
こ
の
装
置
で
製

造
し
た
「
も
み
殻
灰
」
を
活

用
し
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
（
富

山
県
射
水
市
）
と
朝
日
ア
グ

リ
ア
が
共
同
し
て
、
製
品
化

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ア
ッ
プ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ー
や
北

海
道
産
き
た
あ
か
り
な
ど
豪

華
賞
品
を
用
意
し
、
日
頃
の

地
元
住
民
へ
の
感
謝
を
形
に

し
た
。
無
料
フ
ー
ド
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
手
作
り
の
豚
汁
、

工
場
の
熱
処
理
機
械
を
活
用

し
た
焼
き
芋
＆
北
海
道
産
じ

ゃ
が
バ
タ
ー
は
身
も
心
も
ホ

カ
ホ
カ
に
温
め
た
。

渡
邊
社
長
は
「
地
元
貢
献

を
目
的
に
開
催
し
て
徐
々
に

定
着
し
て
い
る
。
地
域
住
民

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
共
に
、社
員
満
足
が
大
切
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ

り
、
前
期
は
過
去
最
高
の
売

上
高
を
達
成
し
、
来
春
に
は

優
秀
な
内
定
者
７
名
を
招
き

入
れ
る
こ
と
も
で
き
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

新
Ｃ
Ｍ
の
放
映
を
開
始

さ
ら
な
る
現
場
浸
透
を
促
す

イノフィス

木
材
用
グ
ラ
ッ
プ
ル

20
ｔ
ク
ラ
ス
以
上
の
専
用
型

南星機械

エ
ナ
ジ
ー
ク
ロ
ス
期
待

高
機
能
な
内
張
り
カ
ー
テ
ン

東京インキ

ふいご祭・感謝フェア賑わうスガノ
農　機

ー
レ
ベ
ラ
ー
、
ス
タ
ブ
ル
カ

ル
チ
、
溝
掘
り
機
、
サ
ブ
ソ

イ
ラ
な
ど
が
新
品
か
ら
整
備

済
み
リ
ユ
ー
ス
品
ま
で
数
多

く
展
示
さ
れ
た
。
中
で
も
販

売
好
調
な
浅
耕
リ
バ
ー
シ
ブ

ル
プ
ラ
ウ
が
注
目
を
集
め
た

ほ
か
、
公
道
走
行
対
応
の
リ

ボ
ー
ン
ロ
ー
ラ
ー
、
１
５
５

馬
力
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
に
装

着
し
た
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
プ
ラ

ウ
は
存
在
感
を
発
揮
し
た
。

ま
た
、
製
品
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
売
上
げ
は
「
美
浦
村
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
に
全

額
提
供
す
る
。
歴
史
資
料
館

「
土
の
館
」
に
は
、
馬
耕
か

ら
現
在
の
ト
ラ
ク
タ
作
業
機

と
し
て
の
時
代
変
遷
が
分
か

る
年
表
や
農
機
具
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
の
関
心
も
高
か

っ
た
。
試
験
農
場
で
は
本
物

の
馬
に
よ
る
馬
耕
実
演
も
行

わ
れ
、
２
３
０
馬
力
の
ト
ラ

ク
タ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

興
味
を
引
い
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
来
場

者
全
員
に
、
北
海
ル
ス
ツ
産

ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
作
っ
た
プ
レ

ミ
ア
ム
チ
ッ
プ
ス
が
提
供
さ

れ
た
ほ
か
、
大
抽
選
会
で
は

青
森
県
産
り
ん
ご
で
作
っ
た

地
域
住
民
620
名
が
来
場

茨
城
工
場
生
産
の
製
品
展
示

渡邊社長

ス
ガ
ノ
農
機
（
渡
邊
信
夫
社
長
）
は
12
月
11
日
、
地
元
美
浦
村
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、「
ふ
い
ご
祭
・
感
謝
フ
ェ
ア
」
を
本
社
事
務
所
が
あ
る
茨
城
工
場
で
開
催
し

た
。
当
日
は
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
や
大
抽
選
会
、
大
型
ト
ラ

ク
タ
記
念
撮
影
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
馬
耕
実
演
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
企
画
が
満
載
と
い
う
こ
と
も
あ
り
約
６
２
０
名
が
来
場
す
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

公道走行標準装備機の前で渡邊社長

中古フェア、オークションも行ったメイン広場

ス
ガ
ノ
農
機
＝
本
社
事
務

所
：
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村

間
野
天
神
台
３
０
０
＝
は
、

２
０
１
８
年
か
ら
同
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
今
年
で
３
回

目
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
た
が
、
今
回
は
感

染
対
策
を
徹
底
し
、
満
を
持

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

「
ふ
い
ご
」
と
は
鍛
冶
屋

な
ど
が
火
を
起
こ
す
時
に
用

い
、
箱
の
中
の
ピ
ス
ト
ン
を

手
や
足
で
動
か
し
て
風
を
送

る
道
具
の
こ
と
。
「
ふ
い
ご

祭
」
は
、
安
全
を
祈
願
し
、

ふ
い
ご
を
清
め
て
祭
る
行
事

で
あ
り
、
同
社
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
る
。
馬
鋤
な
ど

を
作
る
鍛
冶
屋
と
し
て
創
業

し
た
同
社
の
歴
史
と
現
在
の

姿
を
地
域
住
民

に
知
っ
て
も
ら

う
場
と
し
て
、

来
場
者
も
年
々

増
え
、
今
年
は

一
昨
年
の
倍
以

上
の
集
客
と
な

っ
た
。

会
場
内

で

は
、
予
約
販
売

会
を
実
施
し
、

茨
城
工
場
で
生

産
し
て
い
る
リ

バ
ー
シ
ブ
ル
プ

ラ
ウ
、
レ
ー
ザ

東
京
イ
ン
キ
＝
東
京
都
北

区
王
子
１
―
12
―
４
＝
は
、

高
機
能
内
張
り
カ
ー
テ
ン

「
エ
ナ
ジ
ー
ク
ロ
ス
」
の
普

及
を
進
め
、
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

「
エ
ナ
ジ
ー
ク
ロ
ス
」
に

は
、
透
明
保
温
専
用
の
「
Ｃ

Ｌ
10
」
と
遮
光
保
温
兼
用
の

「
Ｓ
Ｌ
55
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
生
産
者
に
幅
広
く
使
っ

て
も
ら
え
る
高
機
能
内
張
り

カ
ー
テ
ン
を
目
指
し
て
開
発

さ
れ
た
。

保
温
性
、
耐
候
性
、
収
束

性
、
作
業
性
、
経
済
性
、
ボ

タ
落
ち
軽
減
、
形
状
安
定
性

な
ど
の
優
れ
た
点
が
あ
り
、

農
家
か
ら
好
評
で
あ
る
。

【
主
な
特
長
】
①
マ
ル
チ
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
糸
で
編
ま
れ
た

生
地
は
、
優
れ
た
柔
軟
性
で

収
束
時
に
は
、
影
の
影
響
を

極
力
軽
減
②
透
明
品
の
「
Ｃ

Ｌ
10
」
は
、
遮
光
率
10
〜
15

％
、
保
温
カ
ー
テ
ン
（
Ｐ
Ｅ

Ｔ
フ
ィ
ル
ム
＋
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
繊
維
）
③
遮
光
品
の
「
Ｓ

Ｌ
55
」
は
、
遮
光
率
50
〜
55

％
、
夏
冬
兼
用
タ
イ
プ
（
表

面
処
理
し
た
ア
ル
ミ
素
材
／

Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
＋
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
繊
維
）、
特
殊
技
術

で
製
品
化
④
軽
量
で
、
し
な

や
か
、
形
状
安
定
性
に
優
れ

て
お
り
、
カ
ー
テ
ン
装
置
の

ト
ラ
ブ
ル
を
軽
減
し
、
作
業

性
を
高
め
て
い
る
⑤
透
明
保

温
専
用
タ
イ
プ
（
Ｃ
Ｌ
10
）

か
、
遮
光
保
温
兼
用
（
夏
冬

兼
用
）
タ
イ
プ
（
Ｓ
Ｌ
55
）

を
選
ん
で
使
う
こ
と
で
、
新

築
ハ
ウ
ス
か
ら
既
存
カ
ー
テ

ン
の
張
替
に
も
最
適
に
利
用

で
き
る
。

展示会などで好評なマッスルスーツＥｖｅｒｙ

イ
ノ
フ
ィ
ス
＝
東
京
都
新

宿
区
＝
は
、
12
月
10
日
か
ら

首
都
圏
（
一
都
六
県
）
に
お

い
て
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ｅ

ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
（
エ
ブ
リ
ィ
）」

の
新
Ｃ
Ｍ
の
放
映
を
開
始
し

た
。
同
Ｃ
Ｍ
は
１
月
中
旬
よ

り
関
西
エ
リ
ア
と
中
京
エ
リ

ア
で
放
映
の
予
定
。

今
回
の
Ｃ
Ｍ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
中
腰
課
題

は
、経
営
課
題
」。

従
業
員
の
腰
の
負

担
が
、
経
営
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て

い
く
。
そ
の
気
づ

き
を
従
業
員
で
な

く
経
営
層
に
向
か

っ
て
形
成
す
る
こ

と
で
、
作
業
者
の

腰
の
負
担
を
補
助

す
る
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ｅ

ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
の
さ
ら
な
る
現

場
浸
透
を
促
す
。Ｃ
Ｍ
で
は
、

人
手
不
足
や
労
働
者
高
齢
化

が
叫
ば
れ
る
状
況
下
、
従
業

員
の
作
業
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
業
務
効
率
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
、
コ
ミ
カ
ル

に
訴
求
し
て
い
る
。

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ｅ
ｖ

ｅ
ｒ
ｙ
」
は
中
腰
姿
勢
を
保

つ
、
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る

な
ど
の
作
業
時
に
腰
の
負
担

を
低
減
す
る
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
。
農
業
分
野
な
ど
で
好
評

を
得
て
い
る
。

木材用グラップルＡ80ＭＲ１

オ
カ
ダ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
㈱

南
星
機
械
＝
草
野
隆
弘
社

長
、
熊
本
県
菊
池
市
泗
水
町

吉
富
22
―
１
＝
は
、
20
ｔ
ク

ラ
ス
以
上
の
ベ
ー
ス
マ
シ
ン

専
用
の
、
木
材
用
グ
ラ
ッ
プ

ル
「
Ａ
80
Ｍ
Ｒ
１
」
を
市
場

に
投
入
し
た
。

本
機
は
、
つ
か
む
、
揃
え

る
、
切
る
の
作
業
を
安
全
に

効
率
よ
く
こ
な
す
木
材
用
グ

ラ
ッ
プ
ル
。

ベ
ー
ス
マ
シ
ン
は
20
ｔ
ク

ラ
ス
以
上
専
用
で
、
圧
倒
的

な
保
持
力
と
旋
回
力
で
、
大

量
の
材
を
効
率
的
に
処
理
で

き
る
。

ま
た
、
皆
伐
現
場
な
ど
で

大
量
の
木
材
を
処
理
す
る
際

に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
、

0.7
ク
ラ
ス
以
上
の
ベ
ー
ス
マ

シ
ン
専
用
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
。

さ
ら
に
、
従
来
機
よ
り
も
旋

回
ベ
ア
リ
ン
グ
を
大
型
化

し
、
ツ
メ
の
最
大
開
き
幅
も

広
く
す
る
こ
と
で
、
旋
回
力

は
約
1.6
倍
、
爪
先
最
大
つ
か

み
力
は
約
1.5
倍
と
強
力
に
な

っ
て
い
る
。

ツ
メ
は
形
状
を
見
直
し
、

今
ま
で
以
上
に
木
材
の
つ
か

み
や
す
さ
を
追
求
。
一
度
に

た
く
さ
ん
の
木
材
を
つ
か
ん

で
も
、
そ
の
ま
ま
安
定
し
て

左
右
に
旋
回
で
き
る
の
で
、

効
率
的
に
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

【
Ａ
80
Ｍ
Ｒ
１
主
仕
様
】
▽

本
体
寸
法
＝
全
長
１
８
５
０

×
最
大
開
き
幅
２
３
０
０
×

最
小
つ
か
み
径
１
４
０
各
㎜

▽
定
格
荷
重
＝
３
０
０
０
㎏

▽
質
量
＝
１
１
７
０
㎏
▽
旋

回
減
速
機
大
容
量
モ
ー
タ
＝

旋
回
減
速
機
。

も
み
殻
灰
活
用
の
指
定
混
合
肥
料
開
発

朝

日

ア
グ
リ
ア

水
稲
向
け
総
合
土
改
剤

公
定
規
格
の
見
直
し
に
対
応

朝日アグリア本社の製品紹介コーナー

指定混合肥料サンプル

る
。
今
後
、
水
稲
向
け
総

合
土
壌
改
良
資
材
と
し
て

指
定
混
合
肥
料
登
録
し
、

数
年
か
け
て
生
産
者
の
圃

場
で
試
験
を
行
う
予
定

だ
。
Ｐ
・
Ｋ
・
Ｓ
ｉ
の
成

分
比
率
は
７
・
７
・
20
で

暫
定
的
に
設
計
。
も
み
殻

灰
は
原
料
中
の
20
％
を
使

用
す
る
形
で
検
討
。
朝
日

ア
グ
リ
ア
で
は
畜
産
堆
肥

と
配
合
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
「
も
み
殻
灰

を
活
用
す
る
際
に
最
も
重

要
な
点
は
比
重
が
軽
い
こ

と
を
ど
う
解
決
す
る
か
。

他
の
原
料
と
組
み
わ
せ
る

こ
と
で
改
善
す
る
こ
と
が

一
番
重
要
な
課
題
」
と
担

当
者
は
締
め
く
く
っ
た
。

同
社
で
は
、
リ
ン
酸
・

カ
リ
を
多
く
含
む
鶏
ふ
ん

灰
、
カ
リ
成
分
を
多
く
含

む
木
質
灰
と
と
も
に
、
天

然
資
源
由
来
の
灰
の
原
料

活
用
を
積
極
的
に
進
め
て

行
く
考
え
だ
。

新
体
制
人
事
を
発
表
新
宮

商
行

電
話
番
号
な

ど

変
更

や
ま
び
こ

千
葉
営
業
所
移
転

藤
原
製
作
所 坂口社長

の
通
り
（
敬
称
略
）。

▽
代
表
取
締
役
社
長
＝
坂

口
栄
治
郎
▽
代
表
取
締
役
専

務
＝
坂
口
敬
太
郎
▽
取
締
役

機
械
部
長
兼
関
東
支
社
長
＝

佐
々
木
勝
広
▽
取
締
役
管
理

部
長
＝
兒
玉
将
和
▽
取
締
役

木
材
部
長
兼
山
林
部
長
＝
川

村
学
▽
監
査
役
＝
矢
幅
牧
雄
。

な
お
、
取
締
役
の
阿
部
一

二
氏
は
非
常
勤
参
与
に
就
任

し
た
。

新
宮
商
行
＝
本
店
所
在
地

：
北
海
道
小
樽
市
稲
穂
２
―

１
―
１
＝
は
、
12
月
15
日
に

定
時
株
主
総
会
並
び
に
取
締

役
会
を
開
催
。
新
役
員
人
事

を
決
定
し
た
。
新
体
制
は
次

や
ま
び
こ（
久
保
浩
社
長
）

は
、
１
月
１
日
か
ら
国
内
営

業
本
部
の
業
務
を
や
ま
び
こ

ジ
ャ
パ
ン
に
移
管
す
る
。

▽
新
組
織
名
：
や
ま
び
こ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
営
業
本

部
営
業
サ
ー
ビ
ス
部
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課
▽
住
所
：
東
京

都
青
梅
市
末
広
町
１
―
７
―

２
（
変
更
な
し
）
▽
電
話
：

０
４
２
８
―
32
―
１
０
０
５

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
２
８
―
32

―
１
２
９
２
。

藤
原
製
作
所
は
、
明
年
１

月
５
日
、
千
葉
営
業
所
を
移

転
す
る
。
▽
新
住
所
：
〒
２

９
９
―
０
２
６
９
千
葉
県
袖

ケ
浦
市
袖
ケ
浦
駅
前
２
―
６

―
７
▽
電
話
：
０
４
３
８
―

64
―
０
８
０
０（
変
更
な
し
）

▽
フ
ァ
ク
ス
：
０
４
３
８
―

64
―
０
８
２
０（
変
更
な
し
）。




